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0 千円 60 24 ― 件
95 50 50 件
183 155 ― 件
190 190 190 件

その他
30 千円

499 千円

令和３年度 単位

実績値 35 件
目標値 50 件
実績値 150 件
目標値 190 件
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担適正化余
地

ない
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PDCA 主要事業名 生涯学習推進事業 部課名
教育部

生涯学習課
山本
23－7341

目
標
項
目
（
予
算
計
上
時
に
作
成
）

全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容：
生涯学習推進協議会で第三次半田市生涯学習推進計画の進捗を図ると同
時に、学習機会や情報の提供の場として生涯学習講座等を開催する。

問題点・
課題等：

ゲストティーチャーの登録を整理しつつ、講座の分野拡大を図る
よう努め、幅広いニーズや年代に合った講座を開設し、市民が主
体的に学び続けようとする環境を整備する必要がある。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

市民の学習意識の醸成につながり、「自分づくり」「ひとづくり」「まちづ
くり」につながる。

目標値や目指すべき状態

市民企画講座数
実績値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 学びの推進

予
算
見
積
書
で
活
用市民の求める生涯学習機会及びその情報の提供を行うことで、自分づくり、

ひとづくり、まちづくりにつながるため。財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： ―

事業概要等

事業概要：

第３次半田市生涯学習推進計画に基づき、市民の求める生涯学習
機会及びその情報の提供を目的とし一人ひとりが自らを高めるた
めの講座の開設や、学習の成果を地域で積極的に生かし「自分づ
くり」「ひとづくり」「まちづくり」につながるような学習の支
援を進める。

事業目的： 市民の生涯学習を総合的に推進することを目的とする。

目標値

ゲストティーチャー登
録件数

実績値

目標値

実績値

目標値

評
価
項
目
（
決
算
時
に
作
成
）

市民同士で学び教え合う機会を設けることができ、市民の学習意識の醸成が
徐々に図られている。

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績

値

成果指標

市民企画講座数

ゲストティーチャー登録件数

Ｃ

事業の
評価・課題

C
ゲストティーチャーが中心となって企画・運営する「まなびとゼミ」は新型コロナ
ウイルス感染症対策を施して講座開設にいたり、前年度に比べて開設件数は増加し
たが、目標値は達成できなかった。
また、ゲストティーチャー登録件数は前年度に比べ減少し、同じく目標値の達成に
はいたらなかったが、新規登録者が７件あり、うち３件は「まなびとゼミ」の講座
開設に結び付けることができた。
なお、ゲストティーチャーの活躍の場として既存の「まなびとゼミ」にとどまら
ず、美術展での体験講座や文化振興事業での活用を積極的に図ることができた。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

Ｄ
決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

妥当 ④上位施策への貢献

課
題
の
整
理

⑦コスト
削減余地

Ａ
課
題
解
決
に
向
け
た

今
後
の
方
向
性

主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
で
活
用

観点別評価

必要性 有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

改善推進

ゲストティーチャーの登録件数の減少に歯止めをかけ、登録制度の趣旨に合った事業展開をし
ていくため、ゲストティーチャーの活躍の場を充足すると同時に、在宅でも受講可能なオンラ
イン講座の開設や講座開設の支援などを図っていく。
また、各種生涯学習講座の開設にあたっては、社会情勢や市民ニーズにマッチしたテーマの選
定や、講座への受講価値を高める工夫を検討する。


